
様式【学校評価資料】 総社西小学校
学校関係者評価

達成状況 評価 改善策 達成状況 評価 改善策 自己評価の適切さ

・ピア・サポート・SELを通して，自分
の気持ちをコントロールし互いに支え
合う人間関係をつくることのできる子
どもを育てる。
・児童アンケート⑦⑫
「友達と仲よくし助け合ってますか。」
「いやなことがあったとき，自分の気
持ちを落ち着かせることができます
か。」
  ア　よくできている。
  イ　できている。
  ウ　あまりできていない。
  エ　できていない。

ア＋イの児童が学校全体の
 　Ａ　８０％以上
 　Ｂ　７０％以上
　 Ｃ　６０％以上
 　Ｄ　６０％未満

肯定的な回答が⑦は，９５％，⑫は
８５％であった。

A

どちらも肯定的な回答が多く，自分の気
持ちをコントロールし支え合う人間関係
が形成されていると考える。引き続きピ
ア・サポート・SELを計画的に行っていく。

肯定的な回答が⑦は９７％，⑫８
３％であった。1学期と変わらず肯定
的な回答が多い。

A

児童では，殴り合いのけんかなどすくなく
自分の気持ちをある程度コントロールす
ることができているのだと考える。引き続
き，計画的に行っていく。

自己評価は適切である。

・グッドビヘイビアカードを活用し，よ
い行いを評価し，児童の自己肯定感
を高める。
・児童アンケート⑧
「自分のよいところがいえますか。」
　ア　たくさんいえる。
　イ　いえる。
　ウ　あまりいえない。
　エ　全くいえない。

ア＋イの児童が学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的な回答が⑧は，７０％，否定
的な回答が３０％であった。自己肯
定感が低く，自分のよいところが分
からない児童が3割近くいることが分
かった。

B

児童本人ではなかなか自分自身のよい
ところを見付けることができないので，
グッドビヘイビアカードを通して児童のよ
いところを伝え，自己肯定感を高めてい
きたい。担任外の教員もグッドビヘイビア
カードを書いていく。

肯定的な回答が，８１％と1学期より
１１％も肯定的な回答が増えてい
る。

A

グッドビヘイビアカードや人権週間を通し
て自分の良いところを伝えていくれるとい
う機会が増え，自己肯定感が高まったの
だと考える。引き続き，グッドビヘイビア
カードの取組を行っていきたい。

自己評価は適切である。
自己肯定感を高める取り組み
として，学校外の地域でも取り
組んでいきたい。

・品格教育行い人格形成をはかる。
・児童アンケート⑩
「週目標を守っていますか。」
　ア　いつも守っている。
　イ　守っている。
　ウ　ときどき守っている。
　エ　守っていない。

ア＋イの児童が学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的な回答が⑩は，95％であっ
た。週目標について毎日振り返りを
学級全体で行い，シールという視覚
的なもので確認していることで肯定
的な結果となったと考える。

A

引き続き，帰りの会で確認を行ってでき
たらシールを貼る活動を行っていく。今
年度から週目標の反省を終礼で行い、
具体的な目標を立てたため、高い数字
になったと言える。

肯定的な回答が⑩は，９０％であっ
た。1学期と比べ５％肯定的な回答
が下がっている。

A

終礼で，今の学校の課題に合わせて週
目標を設定していったので，結果がさ
がったのだと考える。引き続き，終礼で
週目標の反省を行い，具体的な目標を
立てていきたい。

自己評価は適切である。

・げんきな子カードを活用して規則正
しい生活をしようとする子どもを育て
る。
・児童アンケート⑬保護者アンケート
⑦
「早寝・早起きができていますか。」
　ア　 いつもできている。
　イ 　だいたいできている。
　ウ 　あまりできていない。
　エ 　できていない。

ア＋イの児童が学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的な回答が児童⑬は７８％，保
護者⑦は８０％であった。

B

５月「生活しゃきっと週間」での指導もし
ているが，否定的な回答をしている児
童・保護者が一定数いる。継続的に，児
童への指導や保護者への啓発をしてい
く。

肯定的な回答が児童⑬は７９％，保
護者⑦は８０％であまり変化がな
かった。

Ｂ

児童が生活習慣をコントロールできるよ
うに，保護者への啓発活動を続けてい
く。

自己評価は適切である。

・業間休みは必ず外で遊ぶように促
し、体を動かすことが好きな子どもを
育てる。
・児童アンケート⑪
「体を動かすことはすきですか。」
　ア 　はい。
　イ 　どちらかといえばはい。
　ウ　 どちらかといえばいいえ。
　エ　 いいえ。

伸びのあった児童が学校全
体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的な回答が児童⑪は９２％で
あった。

A

昨年度に比べたら，肯定的な回答が増
えてきている。しかし、否定的な児童が
少数いるため，外遊びの楽しさや体を動
かすことの楽しさを，体育委員会・げんき
な子部会で呼びかけていく。

肯定的な回答が児童⑪は９４％で
あった。

A

１学期に比べたら，肯定的な回答が増え
てきている。今後も，クラス遊びや委員
会等で楽しさを伝えていく。

自己評価は適切である。
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・伝え合う活動を取り入れた協同学
習を中心とした授業づくりを通して，
自身の考えを表現することができる
児童を育てる。
・児童アンケート②④⑤
「学校の授業がよく分かりますか」
「ノートに自分の考えを書くことができ
ていますか。」
「授業中自分の考えを友達に伝える
ことができていますか。」
　ア　 はい。
　イ 　どちらかと言えばはい。
　ウ　 どちらかと言えばいいえ。
　エ　 いいえ。

ア＋イの児童が学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的回答が，②で91％（3％↑）④
で86％（3％↓），⑤アで85％（9％
↓）という結果

A

昨年度より授業をよく理解できていると
感じている児童が増えている。特別活動
の研究を進める中で，話し合う場面やポ
イントが明確になったことにより，児童に
とってはうまくできていないと感じる場面
が増えているのではないかと考えられ
る。引き続き相手に伝えるときのポイント
を意識させ，指導を行っていく。

肯定的回答が，②ア5６％（５％↓）
＋イ３７％（７％↑）で９３％（２％
↑），④ア5８％（７％↑）＋イ３３％
（２％↓）で９１％（５％↑），⑤ア６
０％（４％↑）＋イ3１％（２％↑）で9
１％（６％↑）という結果

A

７月よりも児童が自分の考えをノートに
書くことができていたり，自分の考えを友
達に伝えることができていたりしていると
感じている結果が出ている。授業の理解
度については，保護者の回答も１学期よ
り肯定的な回答が増えている。学級活動
について研究を進めてきた成果が少しず
つ出ているのではないかと思う。引き続
き，今までの指導を今後も行っていく。

自己評価は適切である。
タブレットを効果的に使うこと
と表現する方法の書いて伝え
る力をもしっかりと身に付けて
いってほしい。

・読書タイムや読書通帳等の取組を
通して，読書をする習慣がついてい
る児童を育てる。
・児童アンケート⑥保護者アンケート
④
「一か月で５冊以上本を読んでいま
すか。（学校・家庭）」
　ア 　はい。
　イ 　どちらかと言えばはい。
　ウ 　どちらかと言えばいいえ。
　エ 　いいえ。

ア＋イの児童が学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的回答が，⑥アで82％（児童）
④で6６％（保護者）が読書をしてい
ると感じている。

B

昨年度からの指導により，学年相応の本
を借りる児童は増えている。また，読書
通帳の活用を１学期から実施しており，
読書に対する意欲は高まっている。読書
通帳を有効に活用することで，児童の読
書の内容や冊数などを保護者に周知し
ていく。

肯定的回答が⑥ア６９％＋イ1８％
（５％↑）で8７％（５％↑）（児童），④
ア4４％（５％↑）＋イ2６％で７０％
（４％↑）（保護者）が読書をしている
と感じている。

A

校内読書週間の取組や各担任の指導に
より，読書の幅が広がっている。また，読
書通帳１冊分の冊数を１００冊に減らし
たことにより，読書通帳への意欲が高
まったことも効果があったと考えられる。
来年度は読書通帳を下学年は今まで通
りの冊数で，上学年はページ数でカウン
トしていくことで，さらに読書への意欲を
高めたい。

自己評価は適切である。

・学校だより・学年だより・HP・メール
などの内容やタイミングを工夫するこ
とにより，西小の教育方針や様子が
保護者に分かりやすく伝わるように
努める。
・教育アンケート⑩⑪（保護者）
　ア　 十分できている
　イ　 おおむねできている
　ウ　 やや不十分
　エ　 できていない

ア＋イが学校全体の
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

肯定的回答が保護者⑩は89％（↓
２％）保護者⑪は９０％（↓３％）で
あった。

A

昨年度の同時期比較においては，「は
い」と回答した数値は上がっているもの
の，昨年度よりはやや不十分が増えてい
る。今回からスタートしたメールでの一斉
配信「すぐーる」が保護者へより分かりや
すく配信していくように工夫し，HPも様式
を新たにして，より学校からの情報が保
護者に届くようにしていく。

肯定的回答が保護者⑩は92％（↑
３％）保護者⑪は９3％（↑３％）で
あった。１回目との比較においては，
⑩「おおむね」と回答した数値が３ポ
イント上がっている，⑪は「十分」が３
ポイント増えている。

A

今回からスタートしたメールでの一斉配
信「すぐーる」が保護者へ次第に定着し
てきつつあるのと，HPも様式を２学期に
新たにしたことが要因と考える。引き続き
より学校からの情報が保護者に届くよう
にしていく。

自己評価は適切である。
すぐーるやホームページで発
信することと学校だよりなどを
紙面で発信することも同じくし
ていってほしい

・関係機関，保護者，地域の人材等
を講師や協力者として活用し，教育
活動の充実に努めるとともに，本校
教育活動への理解を深める。

教科，総合的な学習，行事
等に関わった地域，その他
の人材の数。
　のべ人数が
　Ａ　１２０人以上
　Ｂ　１００人以上
　Ｃ　８０人以上
　Ｄ　80人未満

放課後学習，各教科，行事，環境整
備で91人（のべ）参加した。環境整
備活動では，地域コーディネーター
を中心に草刈りのボランティアを６月
にしていただき，運動場を中心に除
草していただいた。

C

さらにあと２回の環境整備活動や行事等
で地域の人材を広く集めて学校でできる
ことに活躍していただくようにして教育活
動により理解を深めてもらうようにする。

放課後学習，各教科，行事，残り２
回の環境整備で250人（のべ）参加し
た。環境整備活動では，地域コー
ディネーターを中心に草刈りのボラ
ンティアを9月にしていただき，運動
場を中心に除草していただいた。さ
らに１０月も行い，３５名の協力を得
られた。

A

放課後学習は，メンバーが固定されてお
り，いろいろな学年において児童の丸付
けを行ったが，次年度に向けてどういう
形がボランティアとして適正に関わるの
か共通理解を図っていく。

自己評価は適切である。
地域の人材の協力を得ている
とともに将来地域を支えていく
PTA（保護者）からも協力が得
られるようしていく。

・資質向上のため，職員のニーズに
合った研修の機会を積極的に設け
る。
・年間の校内研修の実施回数
（校内研究授業除く）
　ア 　１０回以上
　イ 　８，９回
　ウ 　６，７回
　エ 　６回未満

  Ａ　ア
  Ｂ　イ
  Ｃ　ウ
  Ｄ　エ

校内研修実施回数は，１０回行っ
た。

A

働き方改革もあり，取捨選択して精選し
た内容で時間を決めて行った。研究発表
会に向けてさらにニーズに応じた研修会
を行っていく。

校内研修実施回数は，23回行った。
2学期以降には１１月の研究会に向
けて研修を行った。

A

校内研修以外の研修（安全・コンプライ
アンス等）の研修も行った。働き方改革も
あり，取捨選択し，時間の設定を工夫し
て精選した内容で行った。

自己評価は適切である。
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・「まず行動」「さわやかあいさつ」
「きょうりょくする心」を柱にして，保幼
小中が共通の認識のもと，子どもた
ちを育てる。
・教育アンケート（保護者）
　ア 　十分できている
　イ　 おおむねできている
　ウ　 やや不十分
　エ　 できていない

ア＋イが学校全体の
　Ａ　８０％以上
  Ｂ　７０％以上
  Ｃ　６０％以上
  Ｄ　６０％未満

保護者アンケートの結果では肯定的
回答が，③家庭学習78%・⑤あいさ
つ89％・⑨メディアコントロール78%で
あり，昨年度よりも減少傾向である。

A

③と⑨については，特に課題が大きい。
メディアコントロールを学校保健委員会
のテーマにし，児童の意識を高めるとと
もにさらに徹底に向けて家庭への啓発を
工夫し継続する。課題の有る児童へのメ
ディアコントロールの具体的な指導と家
庭との連携を強化していく。

肯定的回答が，③家庭学習76%(2%
↑)・⑤あいさつ91％（2％↑）・⑨メ
ディアコントロール78%であり，前回と
比較してあいさつは向上している
が，家庭学習についてはやや減少し
た。 A

メディアについては生活しゃきっと週間
（ノーメディアデー）を中心に児童主体の
取組を進め，学校保健委員会・学級懇談
を通して保護者へ啓発していく。児童の
意識は向上したが実践が伴うよう，さら
に具体的な指導と家庭との連携が必要
である。

・自己評価は適切である。
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